
鹿児島大学－1 
 

様式２ 

国立大学法人鹿児島大学の中期計画 新旧対照表 

現  行 変 更 案 変更理由 

（略） 

 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

 

（略） 

 

【B60】教育学部については、教員に求められる資質・能力、並

びに鹿児島県の教育の特殊事情に対する実践力を兼ね備えた教

員養成の実現を目指すため、生涯教育総合課程の募集停止、及

び学校現場で指導経験のある教員の割合を 20％確保して学校教

育教員養成課程の改組を行う。また、鹿児島県教育委員会との

連携のもと新たに教育学研究科の中に教職大学院を設置し、鹿

児島県の教育に資する若手・中堅のスクールリーダーの養成を

行う。更に修士課程における教員養成機能については、第３期

中期目標期間中に検証・検討した上で、教職大学院に重点化を

図る。 

 

（新規） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

２ 教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

 

（略） 

 

【B60】教育学部については、教員に求められる資質・能力、並

びに鹿児島県の教育の特殊事情に対する実践力を兼ね備えた教

員養成の実現を目指すため、生涯教育総合課程の募集停止、及

び学校現場で指導経験のある教員の割合を 20％確保して学校教

育教員養成課程の改組を行う。また、鹿児島県教育委員会との

連携のもと新たに教育学研究科の中に教職大学院を設置し、鹿

児島県の教育に資する若手・中堅のスクールリーダーの養成を

行う。更に修士課程における教員養成機能については、第３期

中期目標期間中に検証・検討した上で、教職大学院に重点化を

図る。 

 

【B61】山口大学と鹿児島大学は、山口大学大学院連合獣医学研

究科の理念と実績を継承しながら、欧米水準の獣医学教育認証

に適合した共同学部教育に立脚した山口大学・鹿児島大学大学

院共同獣医学研究科を平成30年4月に設置し、先導的研究の推進

と世界先端的な獣医学研究者の養成を通じて国際水準の獣医学

教育の発展と深化に取り組むとともに、高度獣医学専門家たる

獣医療人を輩出して地域・国際社会の新たな獣医学的課題解決

に貢献する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成24年度に設置され

た全国初の共同学部（

共同獣医学部）の教育

に立脚した共同獣医学

研究科の設置に新たに

取り組むこととなった

ため 
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【B61】地域活性化に繋がる研究力や社会貢献機能強化のため、

「かごしま COC センター(COC:Center of Community)」をはじ

めとする学内共同教育研究施設等の機能を見直し、平成 29 年

度までに「研究推進機構（仮称）」と「社会連携機構（仮

称）」等に再編し、組織の効率化を図る。 

 

【B62】～【B78】 （略） 

 

（略） 

 

Ⅷ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

１ 重要な財産を譲渡する計画 

 

 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表（収容定員） 

【B62】地域活性化に繋がる研究力や社会貢献機能強化のため、

「かごしま COC センター(COC:Center of Community)」をはじ

めとする学内共同教育研究施設等の機能を見直し、平成 29 年

度までに「研究推進機構（仮称）」と「社会連携機構（仮

称）」等に再編し、組織の効率化を図る。 

 

【B63】～【B79】 （略） 

 

（略） 

 

Ⅷ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

１ 重要な財産を譲渡する計画 

(1) 農学部附属高隈演習林の土地の一部（鹿児島県垂水市

海潟3237、10,163㎡）を譲渡する。 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表（収容定員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高隈演習林に隣接する

県道72号線の県道改良

工事用地として、鹿児

島県からの譲渡要望に

応じ譲渡するもの 
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学
部 
 
 
 
 
 
 

 

法文学部    1,600人 
教育学部    1,100人 
           （うち教員養成に係る分野960人） 
理 学 部      740人 
医 学 部   1,168人 
      （うち医師養成に係る分野648人） 
歯 学 部     318人 
      （うち歯科医師養成に係る分野318人） 
工 学 部    1,800人 
農 学 部      820人 
      （うち獣医師養成に係る分野0人） 
水産学部     560人 
      （うち水産教員養成に係る分野0人） 
共同獣医学部  180人 

（うち獣医師養成に係る分野180人）   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
究
科 

 

人文社会科学研究科  74人 
            うち修士課程 56人 
                博士課程 18人 
教育学研究科        76人 
          （うち修士課程  76人） 
 
保健学研究科         62人 
            うち修士課程  44人 
                博士課程  18人 
理工学研究科        644人 
            うち修士課程 572人 
                博士課程  72人 
農学研究科          138人 
          （うち修士課程 138人） 
水産学研究科         64人 
          （うち修士課程  64人） 
医歯学総合研究科    220人 
            うち修士課程 20人 
                博士課程 200人 
司法政策研究科       0人 
          （うち専門職学位課程  0人） 
臨床心理学研究科     30人 
          （うち専門職学位課程 30人） 
連合農学研究科      69人 

（うち博士課程  69人） 

 

 
 
 
 
 
 
 

学
部 
 
 
 
 
 
 

 

法文学部    1,660人 
教育学部     860人 
           （うち教員養成に係る分野860人） 
理 学 部      740人 
医 学 部   1,168人 
      （うち医師養成に係る分野648人） 
歯 学 部     318人 
      （うち歯科医師養成に係る分野318人） 
工 学 部    1,800人 
農 学 部      820人 
      （うち獣医師養成に係る分野0人） 
水産学部     560人 
      （うち水産教員養成に係る分野0人） 
共同獣医学部  180人 

（うち獣医師養成に係る分野180人）   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
究
科 

 

人文社会科学研究科  74人 
            うち修士課程 56人 
                博士課程 18人 
教育学研究科        76人 
            うち修士課程  44人 
       うち専門職学位課程 32人 
保健学研究科         62人 
            うち修士課程  44人 
                博士課程  18人 
理工学研究科        644人 
            うち修士課程 572人 
                博士課程  72人 
農学研究科          138人 
          （うち修士課程 138人） 
水産学研究科         64人 
          （うち修士課程  64人） 
医歯学総合研究科    220人 
            うち修士課程 20人 
                博士課程 200人 
 
 
臨床心理学研究科     30人 
          （うち専門職学位課程 30人） 
連合農学研究科      69人 

（うち博士課程  69人） 

平成29年4月法文学部改

組に伴う収容定員の変

更 

 

平成29年4月教育学部改

組に伴う収容定員の変

更 

 

 

 

 

 

 

平成29年4月教育学研究

科の改組（専門職学位

課程の設置）に伴う変

更 

 

 

 

 

 

 

司法政策研究科の収容

定員が平成29年度から

０になることに伴う変

更 

                                                           

（備考） 




